
■沿革 ■災害等救護

明治21年（1888）  4月・・・日本赤十字社茨城県委員部を設置 常備救護班 9個班 63人

明治29年（1896）  7月・・・日本赤十字社茨城支部と改称 無線局 99局

昭和27年（1952） 11月・・・茨城支部を茨城県支部と改称 救護車両 15台

義援金受付 572件 7,628,346円

■会員・・・・・・・・・個人　3,197人／法人　3,148法人 救援金受付 93件 1,018,512円

■理事・・・・・・・・・1人
海外たすけあい募金
受付 708件 993,745円

■代議員・・・・・・・6人

■評議員・・・・・・・45人 ■医療事業

■役員（令和8年4月1日現在） 区　分 水戸赤十字病院 古河赤十字病院

支部長 大井川　和彦 病床総数 387床 200床

副支部長 飯塚　博之 松丸　修久 中島　栄 入院患者数 80,079人 56,757人

監査委員 関　優 小林　彰 益子　泰子 外来患者数 177,386人 102,887人

参与 6人

■血液事業

■青少年赤十字 施設数 血液センター1

幼稚園・保育所 14校 802人

小学校 154校 18,544人 車両台数

中学校 88校 13,637人

義務教育学校 5校 492人 　成分献血

高等学校 70校 3,248人 　400mL献血

中等教育学校 4校 83人 　200mL献血

特別支援学校 3校 67人 計

通信制 1校 20人

計 339校 36,893人 ■施設及び職員

指導者 区　分 施設数 職員数

支部 1 14人

■赤十字ボランティア 医療施設（水戸） 1 544人

地域赤十字奉仕団 43団 4,984人 医療施設（古河） 1 308人

青年赤十字奉仕団 3団 74人 社会福祉施設 1 28人

特殊赤十字奉仕団 ９団 690人 血液事業施設 4 110人

計 55団 5,748人 計 8 1,004人

※非常勤、嘱託職員を除く。

■救急法等の講習

　

　

救急法 138人 223回 6,580人

水上安全法 26人 18回 609人

健康生活支援 20人 23回 516人

幼児安全法 56人 44回 667人

計 240人 308回 8,372人

■国際活動（北関東四県支部合同事業）

（特に断りのない統計数字等は、令和８年3月31日現在） 

保健医療支援事業

指導員数 講習回数 受講者数

バングラデシュ赤新月社へ50万円の資金援助

3,700人

出張所3（献血ルーム2含む）

移動採血車　6台／献血運搬車　15台

72,698人

６　日本赤十字社茨城県支部現勢

献血者数

28,459人

104,763人

3,606人

バヌアツ赤十字社へ50万円の資金援助


